はも ぶつ ？3 な 

「 —— 鱧 あみだ 仏、 はも 仏と 唱 うれば、 鮒ら く 世界に 

こち しょう ざこ 

生れ、 蛹へ 鯆 へと 請せられ …… 仏と 雑魚して 居べ し。 

されば …… 干 鯛 貝ら いし、 真 経に は、 蛸と く あのく 鰭 

—— 」 

わき ま そ ば 

…… 時節柄 を 弁える がいい。 薷麦は 二 銭 さがって 

まじめ 

も、 このせ ち 辛 さは、 明日の 糧を 思って、 真面目に お 

念仏で も 唱えるなら 格別、 「蛸と く あのく 鳕ご などと 

だじゃれ もて あそ 

愚に もっかない 駄洒落 を 弄 ぶ、 と、 こごとが 出そう 

であるが、 本篇に 必要で、 酢に する ように 切 離せない 

の だから、 しばらく 御 海容 を 願いたい。 

「 …… 干 鯛 かいらいし …… ええと、 蛸と く あのく 鳕、 



ぶり ぼ さ つ 

三百 三 もんに 買うて、 獅 菩薩に 参らす る です か。 

あいきょう 

とぼけて いて、 ちょっと 愛嬌の ある ものです。 ほん 

の 一番 だけ、 あっき あい 下さいません かご 

こう、 つれに 誘われて、 それからの 話で ある。 「蛸と 

く あのく たら ご しかり、 これ だけに 対しても、 三百 三 

もんが ほどの 価値 をお 認めに なって、 口 惜ぃ事 は ある 

まいと 思う。 

いちじゅ えかき そうが か 

つれ は、 毛 利 一 樹、 という 画工さん で、 多分、 揷 画家 

つらな 

協会 会員の 中に、 芳名が 列って いようと 思う。 私 は、 

しょうさく さしえ あつら 

当日、 小作の 挿画の ために、 場所の 実写 を 跳え るの 

あ ざ ぶ がぜんぼう まみ あな 

に 同行して、 麻布 我善坊 から、 狸 穴 辺 II 化ける のか 



と、 すぐ またお なかまから 苦情が 出そう である。 が、 

I 憚リ ながらそう ではない。 我ながら ちょっと しおら 

しい ほどに 思う。 かって 少年の 頃、 師家の 玄関番 をし 

ていた 折から、 美しい その 令夫人のお ともをして、 某 

子爵 家の、 前記の あたりの 別荘に、 栗 を 拾いに 来た。 

拾う 栗 だから 申す まで もな く毬 のま まの が 多い。 別荘 

番の 貸して くれた 鎌で、 山が かりに 出来た 庭 裏の、 ま 

つ まさき とげ とげ 

あ、 谷間で。 御存じで もあろう が、 あれ は 爪先で 刺々 

おさ えても と か 

を 軽く 圧え て、 柄 を 手許へ 引いて 搔く。 …… 不器用で 

こまげた 

も、 これ は 書生の 方が うまかった。 令夫人 は、 駒下駄 

つま 

で 圧 えても 転げる から、 棲 を すんなりと、 白い 足袋 は 



だし、 それでも、 がさがさと 針 を 揺り、 歯を剝 いて^ 

ね 

ねる から、 憎らしい …… と 足袋 もとって、 雪 を 鍊リも 

もすそ レが ぐり 

のにした ような 素足で、 裳 を しなやかに、 毬栗 を 挟ん 

でも、 ただ すんなり として、 露に 棲 も こぼれなかった。 

おもむき えかき 

—— この 趣 を 写す のに、 画工さん に 同行 を 願った の 

である。 これ だと、 どうも、 そのまま 浮世絵に 任せた 

がよ さそう に 思われない 事 もない。 が、 そうすると、 

さもしい よう だが、 作者の 方が 飯に ならぬ。 そッ とし 

て 置く。 

もっとも 三十 年 も 以前の 思 出で ある。 もとより 別荘 

など は 影 も なくなった。 が、 狸 穴、 我 善 坊の辺 だけに、 



み る 

引潮の あとの 海松に 似て、 樹林 は 土地の 隅々 に 残って 

いる。 餅屋が 構図 を 飲 込んで、 スケッチブック を 懐に 

納めた から、 ざっと 用済みの 処、 そち こち 日暮 だ。 … 

…大和 田 は 程遠し、 ちと 驕 りになる …… 見得 を 云う ま 

い、 これが いい、 これが いい。 長 坂の 更 科で。 我が 一 

樹も 可な り 飲け る、 二人で 四 五本 傾けた。 

うらぼん 

時 は 盂蘭盆に かかって、 下町で は 草市が 立って いよ 

う。 ものの あわれ どころ より、 雲を搔 裂きたい ほど 蒸 

暑かった が、 何年に も 通った 事の ない、 十番 でも 切ろ 

うかと、 曾 我で はな けれど 気が合つ て 歩行き 出した。 

くぼち 

坂 を 下りて、 一 S ぐっと 低くなる 窪地で、 途中 街燈の 



「望む 所で ございま すご 

テ エブル 

と、 式台 正面 を 横に、 卓子 を 控えた、 受附 世話 方の 

かたびら まいば かま は 

四十 年配の 男の、 紋附の 帷子で、 舞 袴 を 穿いた のが、 

き お 

さも 歓迎の 意 を 表する らしく 気 競って 言った。 これ は 

さ. tJ+J- 

私たちの ように、 酒気が あつたの では 決してない。 

切符 は 五十 銭で ある。 第一、 順と 見えて、 六十 を 越 

しらが ば あ げ た 

えたろう、 白髪のお 媼 さんが 下足 を預 るのに、 二人分 

ステッキ がまぐち 

に、 洋 杖と 蝙蝠傘 を 添えて、 これが 無料で、 蝦蟇口 を 

ひね 

捻った 一樹の 心 づけに、 手 も 触れない。 

この 世話 方の、 おん 袴に 対しても、 II (たかが 半 

円 だ、 ご免 を 被って 大きく 出て おけ。) —— 軽少 過ぎる _ 



卓子 を 並べて、 謡 本少々 と、 扇子が 並べて あつたから、 

ほんの 松の 葉の 寸志と 見え、 一 樹が 宝生 雲の 空色な の 

を 譲りう けて、 その 一 本 を 私に 渡し、 

「ヽ ゝ、、 ゝ O | 

I レカカ 」 

「これ も 望む 処で すご 

に つ こリ おうぎみ せ かもい 

つい 私 は莞爾 した。 扇子 店の 真上の 鴨居に、 当夜の 

番組が 大字で 出て いる。 私が 一 わたり 読み取つ たの は、 

ただいま 

唯今の 塀 下で はない、 ここでの 事で ある。 合せて 五番。 

中に 能の 仕舞 もま じって、 序から ざっと 覚えて はいる 

が —— 狸の 口上ら しくなる から 一 々は 記すまい。 必要 

なの だけ を 言おう。 



ひとつ きのこ 

必要な の は —— 魚 説法 —— に 続く 三番 目に、 一 、茸、 

さぎ 

(くさびら。) —— 鷺、 玄庵 —— の 曲で ある。 

道の 事 はよ く は 知らない。 しかし 鷺の姿 は、 近 ごろ 

狂言の 流に 影 は 映らぬ と 聞いて いる。 古い 隠居 か。 

ものずき けいこ 

むかし ものの 物 好で、 稽古 を 積んだ 巧者が 居て、 その 

人た ち、 言わば 素人の 催しであろう も 知れない。 狸 穴 

近所に は 相応しい。 が、 私の いうの は 流儀の 事で はな 

い。 曲で ある。 

この、 茸 —— 

慌 しいまでに、 一 樹が 狂言 を 見ようと したの も、 

ほ- R 

他の どの 番組で もな く、 ただこれ あるが ためであろう、 



しさ い 

と 思う 仔細が ある。 あたかも 一樹が、 扇子の せめ を 切 

りながら、 片手の 指の さきで 軽く 乳の あたりと 思う 胸 

お さ 

を さすって、 返す 指で、 左の 目 を 圧え たの を 見る につ 

けても。 …… 

えかき 

一樹 を 知った ほどの もので、 画工さん の、 この 癖 を 

認めない もの はなかろう。 ちょいと 内証で、 人に 知ら 

せない ように 遣る、 この 早業 は、 しかしながら、 礼拝 

と、 愛撫と、 謙譲と、 しかも 自恃を かね、 色 を 沈静に 

し、 目 を 清澄に して、 胸に、 一 種 深き 人格 を秘 したる、 

しの ひょうげん 

珠玉 を傯 ばせ る 表顕 であ つ た。 

こういう うちに も、 舞台 —— 舞台 は 二階ら しい。 I 



まいす 

I 一間 四面の 堂の 施主が、 売 僧の 魚 説法 を 憤って、 

「^ —— おのれ 何としょう ぞ —— 」 

ぼうだら たちうお 

「 —— 打た ば 打た しめ、 棒鳕か 太刀魚で おうち あれ I 

I」 

「 —— おのれ、 また 打擲 をせ いでお こうか —— 」 

たま 

「 —— ああ、 いかな、 かなが しら も堪る もので はない 



—— ええ、 苦々 しい やっかな —— 」 

—— いり 海老の ような 顔 をして、 赤目 張る の —— 」 

—— さ て さて 憎い やつ の —— 」 

相当の 役者と 見える。 声が 玄関まで よく 通って、 そ 



の 間に 見物の 笑声が、 どッと 響いた。 

「さあ、 こちらへ どうぞ、」 

r ロ ヨ 一 - ) _ 

I S リ椅 I 

階 子 段 は 広い。 —— 先へ 立つ 世話 方の、 あとに 続く 

一 樹、 と 並んで、 私の 上り かかる 処を、 あがり 口で 世 

話 方が 片膝 をつ いて、 留まって、 「ほんの 仮 舞台、 諸事 

不行届きでありまして ご 

あいさつ のぞきこ 

挨拶す るのに、 段を視 込んだ。 その 頭と、 下から 出 

かかった 頭が 二つ …… 妙に 並んだ 形が、 早 や 横 正面に 

舞台の 松と、 橋が かりの 一 二三の 松が、 人波 をす かし 

て、 揺れる ように 近々 と 見える ので …… やや その 松の 



ば is もうと する。 

「ちょ ッ。」 

ささや 

一樹の 囁く 処 によれば、 こうした 能狂言の 客の 不 

作法 さは、 場所に はよ ろうが、 芝居に も、 映画 場に も、 

場末の 寄席に も 比較しょう がない ほどで。 男 も 女 も、 

立てば、 座った もの を 下人と 心得る、 すなわち 頤の下 

に 人間 はない 気な の だそう である。 

中に も、 こども 服の ノ ー ティ 少女、 モダン 仕 立ノ— 

ばつ こちょう リ よう ぉぴ ただ 

ティ 少年の、 跋扈 跳梁 は 夥多し い。 …… 

また 

おなじ 少年が、 しばらくの 間に、 一 度 は 膝 を 跨ぎ、 

一 度 は 協 腹 を 小突き、 三度 目に は 腰 を 蹴つ けた。 目 ま 



ぐろ しく 湯 呑 所へ 通った ので ある。 

一樹が、 あの、 指 を 胸に つけ、 その 指で、 左の 目 を 

おさえた と 思う と、 

「13 栗 は 果報 ものです よご 

私 を 見て 苦笑しながら、 羽織で くるくると 夏帽子 

を 包んで、 みしと 言わせて、 尻に かって、 投 膝に 組ん 

てのひら 

で 掌 を そらした。 

「がきに 踏まれる よりこの 方が さばさば します ご 

えかき 

何としても、 これ は 画工さん のせいで はない —— 

桶屋、 錶掛屋 でもした ろうか 9 …… 静かに —— それ ど 

ころ か— …… 震災 前に は、 十六 七で、 渠は 博徒の 小僧 



であった。 

つま ご いざかした 

—— 家、 いや その 長屋 は、 妻 恋 坂 下 II 明 神の 崖う 

ひとま ふるいえ 

らの穴 路地で、 二階に 一室の 古屋 だった が、 物干ば か 

りが 新しく 突立って いたと いう。 II 

これ を 聞いて、 かねて、 知っていた せいであろう。 

おかしな 事に は、 いま 私たちが 寄 凭る ばかりに してい 

る、 この 欄干が、 まわりに ぐるりと 板 敷 を 取って、 

はしごだん 

階 子 壇 を 長方形の 大穴に 抜いて、 押 廻 わして、 しかも 

新しく 切 立って いるので、 はじめから、 たとえば 毛 利 

一 樹氏、 自叙伝 中の 妻 恋 坂 下の 物見に 似た ように 思わ 

れ てなら なかった ので ある。 



鷺玄 庵、 シテの 出る前に、 この 話の 必要 上、 一樹 I 

みき じろう 

I 本名、 幹次郎 さんの、 その 妻 恋 坂の 時分の 事 を 言わ 

えかき 

ねばならぬ。 はじめ、 別して 酔った 時 は、 幾度 も 画工 

さんが 話した から、 私たち は ほとんど その 言葉 通りと 

い つ て もい いほ ど 覚えて いる。 が、 名 を 知られ、 売れ ッ 

こに なつてから は、 気振りに も 出さず、 事の 一端に 触 

れ るの を さえ 避ける ようになった。 苦心談、 立志 談は、 

往々 にして、 その 反対の 意味の、 自己 吹聴と、 陰性の 

自讃、 卑下 高慢になる のに 気附 いたので ある。 談中 I 

きのこ かれ に びら 

I 主なる もの は、 茸で、 渠が 番組の 茸 を遁げ て、 比羅 

の、 蛸のと あのく たら を 説いた ので も、 ほぼ 不断の 態 



萎して、 あざとい 碁会所 を やって いた —— 金 六、 ちゃ 

ら金 という、 野 封 e 間の ような 兀 のちよ いちょい 顔 を 出 

すの が、 ご 新 姐、 ご 新 姐と いう、 それが つい、 口癖に 

ひざ もも つる 

なつたん です が。 —— 膝 股 を かくす もの を、 腰から 釣 

ま つ しろ 

したよう に、 乳 を 包んだ だけで。 …… あと はた だ 真白 

き 

な …… 冷い …… のです。 冷い、 と 極めた の は 妙です け 

ひだる 

れ ども、 飢えて 空腹く つてい るんだ から、 夏で も 火気 

はありますまい。 死ぎ わに 熱で も 出なければ —— しか 

し、 若い から、 そんなに 痩せ細った ほどで はあり ませ 

こまた ぅリ 

ん。 中肉で、 脚の すらりと、 小股の しまった、 瓜 ざね 

おおき 

顔で、 鼻筋の 通った、 目の 大ぃ、 無口で、 それで、 も 



が、 碁盤の 櫓 を あげる 前に、 長屋の 城 は 落ちました。 

どの 道 落ちる 城です が、 その 没落 を はやめた の は、 慾 

たくらみ 

にあせ つて、 怪しい 企 をした からなん です。 

質の 出入れ —— この 質で は、 ご 新 姐の 蹴出し …… 

ちりめん とつ 

縮緬の なぞ はもう 疾 くにない、 青地 のめりん す、 と 短 

ひと ふり れん 

刀 一口。 数珠 ー聯。 千 葉 を 遁げる 時から たしなん だ、 

いざと いう 時の 二 品 を 添えて、 何です か、 三 題 話の よ 

うです が、 凄いで しょう。 …… 事実なん です。 貞操の 

しるし 

徴と、 女の 生命と を 預け るんだ。 —— (何と かじゃ 築 

地へ 帰られね え。) —— 何の 事 だか わかりません がね、 

そういって 番頭 を 威 かせ、 と 言いつ かった 通り、 私が 



ニ樹、 幹 次郎、 自分 をい う。) 使， "に 行つ たんです。 

ひやあせ あらわ 

冷汗 を 流して、 談判の 結果が 三分、 科学的に 数理で 顕 

せば、 七十と 五 銭です よ。 

お雪さん の 身に なったら どうでしょう。 じか 肌と、 

自殺 を 質に 入れたん ですから。 自殺 を 質に 入れた ので 

は、 死ぬ よりもつ らいでしょう。 —— 

ざる 

—— 当時、 そういった 様子で してね。 質の 使、 笊で 

お菜 漬の買 もの だの、 …… これ は 酒より は 香が 利き 

ます。 —— はかり 炭、 粉米の ばら 銭 買の 使いに 廻らせ 

す 力 

る。 —— わずかの 縁に 鎚 つて ころげ 込んだ 苦学の 小僧、 

(再び、 一樹、 幹次郎 自分 をい う。) に は、 よく は、 K 



すいた —— と 唱歌の ように 唱 うんです。 

( —— かなしい な あ —— ) 

お雪さん は、 その、 きっぱりした 響く 声で。 …… ど 

うかす ると、 雨が 降 過ぎても、 

( —— かなしい な あ —— ) 

と 云う 一 つ 癖が あつたん です。 尻 上りに、 うら 悲し 

い …… やむ 事 を 得ません、 得ません けれども、 悪い 癖 

です。 心得なければ や 可ません ね。 

あとさき 

幼い 時 聞いて、 前後 うろ覚えで すが、 私の 故郷の 昔 

つばき 

話に、 (椿ば け —— ばたり。) 農家の ひとり 子で、 生れ 

て 口 をき くと、 (椿ば け —— ばたり。) と啞の 一 声で は 



ない けれども、 いくら 叱っても 治らない。 弓が 上手で、 

のちに お 城に、 もののけ があって、 国の 守が 可 恐い 

変化に 悩まされた 時、 自 から 進んで 出て、 奥庭の 大椿 

に 向って いきなり 矢を番 えた。 (椿ば け —— ばたり。) 

なえな え 

と 切って 放す と、 枝 も 葉 も 萎々 となって、 ばたり。 で、 

あかる 

国の やみが 明くな つた —— そんな 意味だった と 思い 

ます。 言葉 は 気をつけなければ や 可ません ね。 

食 不足で、 ひくひく 煩って いた 男の児が 七転八倒し 

ます。 私 は 方々 の 医師へ 駆附 けた。 が、 一人 も 来 ませ 

さす 

ん。 お雪さん が、 抱いたり、 擦ったり、 半狂乱で いる 

処へ、 右の、 ばら りざんと 敗北した 落 武者が 這 込んで 



へ、 積み 積みして いたんで すね。 

( —— かなしい な あ —— ) 

めそめそ 泣く ような 質で はない ので、 石 も、 日 も、 

少しずつ 積り ました。 

—— さあ、 その 残暑の、 朝から、 旱 りつけ ます 中へ、 

はがき 

端 書が 来まして ね。 —— 落 目 もこうな ると、 めったに 

のぞ 

手紙なん ぞ視 いた 事の ない のに、 至急、 と 朱が きのし 

てあつた の を 覚えて います。 ご 新 姐 あてに、 千 葉から 

荷が 着いて いる。 お届け をしょう か、 受取りに おいで 

下さる か、 という 両国 辺の 運送 問屋から 来たので した。 

くずや ほし 

品物と いえば 釘の 折で も、 屑屋へ 売る のに 欲い 処。 



ろよ ろ 目が 眩んで、 ちょうど、 一 つ 橋 を 出ようと した 

時でした。 午砲 あの 音で 腰 を 抜い たんです。 土 

を引搔 いて 起 上がる 始末で、 人間 もこうな ると 浅 間し 

い。 …… 行 暮れた 旅人が 灯 をた よるよう に、 山賊の 棲 

き さ 

でも、 いかさま 碁会所で も、 気障な 奴で も、 路地が 曲 

りくね つていても、 何となく 便る 気が 出て。 —— 町の 

ちゃら 金の 店を視 くと、 出窓の 処に、 忠臣蔵の 雪の 夜 

たてばん こ 

討の 炭 部屋の 立 盤 子 を 飾って、 碁盤が 二三 台。 客 は 居 

ません。 ちゃら 金が、 碁盤の 前で、 何だか 古い 帳面 を 

繰って おりました つけ。 (や、 お入り。) 金歯で 呼 込ん 

で、 家内が 留守で 薔麦を 取る 処だ、 といって、 一つ 食 



わして くれました。 もり 薔麦 は、 滝の 荒行 ほど、 どつ 

しりと 身に こたえ ましたが、 そのかわり、 ご 新 姐 —— - 

お雪さん に、 (おい、 ごく 内^だ ぜ。) と 云って、 手紙 

こ とづ すみれい ろ 

を托 けたんで す。 董 色の 横 封筒 …… いや、 どうも、 

ときわ ごぜん 

その 癖、 言う 事 は 古い。 (いい加減に 常 盤 御前が 身の 

ためだ。) とこうです。 どの 道 そんな 蔷麦 だから、 伸び 

あ た まつず みちよう 

過ぎて いて、 ひどく 中毒って、 松 住 町 辺 をうな りなが 

ら 歩く うちに、 どこかへ 落して しまい ましたが。 

今度 は、 どこで 倒れる だろう。 さあ 使いに 行く _ 

着る もの は 

ひとえ 

私の 田舎の 叔母が 一枚 送って くれた 単衣 を、 病人に 



ひよ ろの 小僧 は、 叩きつ けられた ように、 向う側の 絵 

のきさき いと 

草 紙屋の 軒 前へ 駆 込ん だんです。 濡れる の を 厭い はし 

おそろし 

ません。 吹 倒される のが 可 恐かった ので、 柱へ つか 

まった。 

一軒 隣に、 焼芋 屋 がありまして ね。 また この 路地 裏 

の 道具屋が、 私の、 東京で はじめて 草鞋 を 脱いだ 場所 

で、 泊めて もらった。 しかも その 日、 晚飯を 食わせら 

ひときれ はし 

れる 時、 道具屋が、 めじの 刺身 をー鬵 箸で 挟んで、 鼻 

のさき へ ぶらさげて、 東京 じ や、 これが 一皿、 じゃあ 

ない、 ー鸞、 一: せ 干 金に つく。 …… お前た ちの 二日 分の 

まつり 

祭礼の 小遣いより 高い、 と 云って 聞かせました。 —— 



力 力と 

吹 込む しぶきに、 肩 も 踵 も、 わな わな 震えて いる。 … 

雨 はかぶり ましたし、 裸の ご 新 姐の 身の上 を 思って 

…：- J 

( —— 語って ここ を 言う 時、 その 胸 を 撫でて、 目 を 押 

える、 こと をす る。) 

「まぶた を 溢れて、 鼻柱 をった う 大粒の 涙が、 唇へ 甘 

き ざ 

く 濡れました。 甘い 涙。 —— いささか 気障です が、 う 

れ しい 悲しい を 通り越した、 辛い 涙、 渋い 涙、 鉛の 涙、 

おもいせ ま 

男女の 思 迫 つた、 そんな 味 は 覚えがない、 ひも じい 時 

あん きんつ ば 

の、 芋の 涙、 豆の 涙、 餡ばん の 涙、 金 鰐の 涙。 ここで 



甘い 涙と 申します の は。 —— 結膜炎 だか、 のぼせ 目 だ 

たた まっか 

か、 何しろ 弱り目に 祟り 目でしょう。 左の 目が 真紅に 

なって、 渋く つて、 辛く つて 困りました 時、 お雪さん 

が、 乳 を 絞って、 つぎ 込んでくれ たのです。 

( —— かなしい な あ —— ) 

ひと リ つ こ 

走り はしません、 ぼたぼた ぐらい。 一 人 児 だから、 

時々 飲んで いたんで すが、 食が 少 いから 涸れが ちなん 

あおむ 

です。 私 を 仰向けに して、 横 合から 胸 を はだけ て、 … 

あわせ かす くれない け 

…まだ 袷、 お雪さん の 肌に は 微かに 紅 の 気の ちら 

ついた、 春の 末でした。 目 を はずすまい とする から、 

ひね まげ びん 

弱腰 を 捻って、 鬅も鬢 も ひい やりと 額に かかり …… 白 



い 問屋が 続きます ね。 その 中に —— 今思うと 船宿で 

しょう。 天井に 網 を 揃えて 掛けて あるの が 見えました- 

故郷の 巿 場の 雑貨店で、 これ を 扱う ものが あって、 私 

の祖め —— 地方の 狂言 師が 食う にこまって、 手内職に 

すいた 出来上がり のこの 網 を、 使で 持って行 つたの 

を 思い出して もう 国に 帰ろう か また 涙が 出る _ 

とその 涙が 甘い のです。 餅 か、 団子 か、 お雪さん が 待つ 

ていよう。 

二 銭 五 厘です。 端 書 代が 立 替えに なって おります 

が。) 

(つい、 あの、 持って来ません。) 



ささ い 

(些細な 事です が、 店の きまり はき まりです からな。) 

年の 少ぃ 手代 は、 そつぼう を 向く。 小僧 は、 げらげ 

らと 笑って いる。 

(貸して 下さい。) 

(お貸し 申さない と は 申しません が。) 

(このし るし を 置いて 行きます。 貸して 下さい。) 

ふところ すきはら 

私 は 汗 じみた 手拭 を、 懐中から —— 空腹 を しめてい 

たか どうか はお 察し 下さい —— 懐中から 出す と、 手代 

がー 代の 逸話と して、 よい 経験 を 得た ように、 しかし、 

きたな つま ひろ 

汚らし そうに、 撮んで 拡げました。 

(よう！) と 反り かえった 掛声 をして、 



(みどり 屋、 ゆき。 —— 荷 は 千 葉と。 —— ああ、 万翠 

楼だ。 …… & 師と遁 げた、 この 別嬪さん の 使です かい、 

きみ は。 …… ぼく は 店 用で 行って 知って るよ。 …… 果 

報 ものだね、 きみ は。 …… 可愛がって くれる だろう。 

すき あやむ すめ 

雪白 肌の 透 綾 娘 は、 ちょ つ と 浮気 もの だと いう ぜ。) 

と 言 や あがった …… 

その 透 綾 娘 は、 手拭の 肌襦袢から 透 通った、 肩 を 落 

して、 裏の 三 畳、 濡 縁の 柱に よっかかつ たのが、 その 

姿です から、 くくりつけられ でもした ように 見えて、 

こども 

ぬの 一重の 膝の 上に、 小児の 絵 入 雑誌 を 拡げた、 あの 

赤い 絵の具が、 腹から 血で はない かと、 ぞっとした ほ 



う つむ 

ど、 さし 俯向いて、 顔 を 両手で おさえて いました。 I 

I やっと 小僧が 帰った 時です。 

(来た か、 荷物 は。) 

つま おおき 

と 二階から、 力の ない、 鼻の 詰った 大な 声。 

(初 茸です わ。) 

と、 きっぱりと、 投 上げる ように、 ご 新 姐が 返事 を 

すると、 

(ああ あ、 銭に はならず か —— 食おう。) 

はしごだん おおきな 

と、 また 途方もない 声 をして、 階 子 段 一杯に、 大 

ふんどし まっしょうめん あら きざ 

な 男が、 揮 を 真正面に 顕われる。 続いて、 足早に 刻 

さるまた 

んで 下りた の は、 政治 狂の 黒い 猿股です。 ぎしぎ しと 



(塩 はどうした。) 

(ござん せん。) 

うお だち さいだ ち こく だち ちゃだち しおだち 

(魚 断、 菜 断、 穀 断と、 茶 断、 塩 断 …… こうな り や 

しゃつ ちょこ だ 

鱸 立ち だ。) 

と、 主人が、 どたりと 寝て、 両脚 を大の 字に 開く と、 

(ああ あ、 待ちた まえ、 逆にな つた 方が、 いくらか 

ひだる しの 

空腹 さが 凌げる かも 知れん ぞ。 経験 じ や。) 

と 政治 狂が、 柱へ、 うんと 搦ん で、 尻 を 立てた。 

(ぼく は、 はや、 この 方が 楽で、 もう 遣つ とる が。) 

ふすま や 

と、 水浸しの 丸太の ような、 脚気の 足 を、 襖の 破れ 

桟に、 ぶくぶくと 掛けて いる。 



(幹 もやれ よ。) 

あるじ しゃくと リ むし つっぱ 

と 主人が、 尻で 尺蠖虫 をして、 足 を また 突 張って、 

(成程、 気が かわって いい、 茸 は 焼けろ、 こっち はや 

けだ。) 

その 挙げた 足 を、 どしんと、 お雪さん の 肩に 乗せて、 

ほそくび 

柔 かな 細 頸 をし めた 時です。 

さかさ 

(ああ、 ひも じい を 逆に すれば、 おなかが、 くち いん 

た 

まう つむ 

と 真 俯向けに、 頰を 畳に、 足が、 空で 一つに、 ひた 

りと ついて、 白鳥が 目 を 眠った ようです。 

ハツと 思う と、 私 も、 つい、 脚 を 天井に 向けました。 



—— その 目の前で、 

(男 は 意気地がない、 ぐるぐ る 廻らな くつち や あ。) 

ぼさつ 

名工の ひき 刀が 線 を 青く 刻んだ、 小さな 雪の 菩薩が 

一体、 くるくると 二度、 三度、 六 地蔵の ように 廻る… 

まつげ みみたぶ の ど 

…濃い 睫毛が チチと 瞬いて、 耳朶と、 咽喉に、 薄紅 梅 

の 血が 潮した。 

(初 茸と 一 所に 焼けて しまえば いい。) 

脚気 は 喘いで、 白い 舌 を 舐めずり、 政治 狂 は、 目が 

あるじ 

黄色に 光り、 主人 はけら けらと 笑った。 皆 逆立ちです。 

+6 ザ 

そして、 お雪さん の 言葉に 激 まされた ように、 ぐた ぐ 

さかさま 

たと 肩 腰 を ゆすって、 逆に、 のた うちました。 



ひとりでに、 頭の てっぺんへ 流れる 涙の 中に、 網の 

初 茸が、 同じように、 むくむ くと、 笠 軸 を 動かす と、 

私 は その 下に、 燃える 火 を 思った。 

皆、 咄嗟の 間、 です が、 その、 廻って いる 乳が、 ふ 

わ ふわと 浮いて、 滑らかに 白く、 一 列に 並んだ ように 

思 、つ 

(心配し ないで ね。) 

にっこり ことば さかさ 

と莞爾 していった、 お雪さん の 言が、 逆 だから、 

(お 遁げ、 危 い。) と、 いうよう に 聞え て、 その 白い 菩 

かまち 

薩の 列の、 一番 框へ 近いのに II 導かれる ように、 自 

分の 頭と 足が 摺 つて 出る と、 我知らず 声を立てて、 ゎッ 



ある。 が、 鷺玄 庵と 聞いた だけで も、 思いも寄らない、 

つや 

若く 艷の ある、 しかも 取 沈めた 声であった。 

幕 —— 楊る。 —— 

「 —— 三 密の月 を 澄ます 所に、 案内 申さん と は、 誰 そご 

す 1Q- かけ ときん 

すらすらと 歩 を 移し、 露 を 払った 篠懸 や、 兜 巾の 

よそおい ほうがん 

装 は、 弁慶よりも、 判官に、 むしろ 新中納 言が 山伏 

に 出立った 凄味が あって、 且つ 色白に 美しい。 一二の 

こ はかま 

松 も 影 を 籠め て、 袴 は 霧に 乗る ように、 三密の 声は朗 

けちよ う 

ら かに 且つ 陰々 として、 月 清く、 風 白し。 化 鳥の 調の 

さ 

裸え が ある 

さぎり ゅラ 

「ああ、 婦人 だ。 …… 鷺 流です かご 



私が ひそかに 聞いた のに、 

「さあ ご 

一言い つたき り、 一樹が 熟と 凝視め て、 見る見る 顔 

の 色が かわる とともに、 二度ば かリ 続け様に、 胸を撫 

でて 目 をお さえた。 

先 を 急ぐ。 …… 狂言 はた だ あら 筋 を 言おう。 舞台に 

は 茸の 数が 十三 出る。 が、 実は この 怪異 を 祈 伏せよう 

と、 三 山の 法力 を 用い、 秘密の 印 を 結んで、 いら 高の 

も おびた 1 こ 

数珠 を 揉めば 揉む ほど、 夥多し く 一面に 生えて、 次第 

に 数 を 増す ので ある。 

たてし ゆう うその ふき うわ ひげ 

茸 は 立 衆、 いずれも、 見徳、 嘯 吹、 上 髭、 思い 思 



うそぶ い ぶ 

大 開きに 開く、 鼻 を 嘯き、 息吹き を 放ち、 毒 を 嘯いて、 

「取て 嚙 もう、 取て 嚙 もうご と躍リ かかる。 取 着き 

引 着き、 十三の 茸 は、 アド を、 なやまし、 嬲り 嬲り、 

じょ ラ 

山伏 もと もに 追 込む のが 定 であるのに。 —— 

きのこ 

「あれへ、 毒々 しい 半 びら きの 菌が 出た、 あれが 開い 

たらば さぞ 夥多し い 事であろう ご 

ことば くだん どくたけ 

山伏の 言 につれ、 件 の 毒茸が、 一 一 の 松 を 押す 時で 

ある。 

すそ きりかむ ろ 

幕の 裙 から、 ひょろりと 出た ものが ある。 切 禿で、 

白い 袖 を 着た、 色白の、 丸顔の、 あれ は、 いくつ ぐら 

いだろう、 ^うの だから 一 一 つ 三 つと 思う 弱々 しい 女の 



でもい い。 老人 だから、 楽屋で 急病が 起って、 踊の 

手練が、 見 真似の 舞台 を 勤めた というので、 よくお わ 

きりょう 

かりにな ろうと 思う。 何、 何、 なぜ、 それほどの 容色 

で、 酒場へ 出なかった。 とおつ しゃる か？ それ は 困 

る、 どうも 弱った な。 一樹で も 分るまい。 なくなった 

みどり 屋の お雪さん に …… お聞き 下さい。 

昭和 五 ( 一 九 三 〇) 年 九月 
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